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令和５年１０月号 
       

   10月！後期が始まります！   

         

 

      「暑さ寒さも彼岸まで」の言葉通り、過ごしやすい日が続

いています。みなさま、いかがお過ごしですか。 

       さて、１０月１０日から後期が始まります。たんぽぽ教室

の個別の指導計画を通信票と一緒にお渡ししますので、お子

さんの成長を確認して伝えてあげてください。たんぽぽカー

ドで子どもたちが自分の目標を決め、それを生かした個別の

指導計画となっています。 

また、連絡ノートへのメッセージの記入は、子どもたちへの励みにもなります。後期も引き

続きご協力お願いします。 

 

 

 

 

１０月の教室予定 
６日（金） 前期終業式     

 １０日（火） 後期始業式 

   １１日（水） 就学時健診のため午後休室 

１２日（木） 就学時健診のため午後休室 

１３日（金） ２年校外学習・就学時健診のため午後休室 

    １６日（月） 市陸上記録会のためA日課４時間 

１９日（木） 研修会のため午後休室 

２０日（金） ３年校外学習 

2３日（月） ５年臨海自然教室（～２５日まで） 



たんぽぽの子供たち 

  

 「もう１枚書きたい」と、うれしそうに平仮名の練習をするCさん。きれいな蛍光ペンで、１

行ずつ違う色で書いていきます。 

 学級では、なかなか学習に集中できず、鉛筆をかじってはいても、自分から字を書こうとはし

ません。たんぽぽ教室に来ても、次々といろいろな物に気が移ってしまい、学習に取りかかるま

での時間がかかります。家庭の協力もあって平仮名がやっと読めるようになったのですが、次は

いよいよ書く段階です。 

 まずは、言葉は比較的知っているよさを生かし、文字カードを使ってしりとり遊びをします。

１０個並べたら、それを紙に書くのですが、まずは３つ、次の時間は５つ、と少しずつ増やして

いきます。担当の持っている蛍光ペンに興味を持ったので、「これで書く？」と促すと、「これ

はピンク。次は緑！」と集中して１０個の言葉を写していました。 

 子ども一人一人をよく見る、そしてその子が興味を持ったことを生かす。通級に来る子たちに

教えてもらう日々です。 

 

    

シングルフォーカス 

注意のコントロールが難しい子どもの中には、１つの物事に気持ちが向くと、ほかのことが

まったく目に入らなくなるといった行動を示す子どもがいます。「シングルフォーカス」など

ともいわれ、とことん集中してしまい周囲の声などが聞こえなくなったり、周囲の人が目に入

らなくなったりしてしまいます。 

「これをしたい」「ここに行きたい」と思い動き始めると、ひたすらそこを目指すので、人

にぶつかっても、人を押しのけても、気がつかないのです。 

また、自分の姿勢などにも意識が向かなくなるので、体が傾いていて、いつのまにか人に寄

りかかっていても気がつかない場合もあります。 

いずれの場合も、本人に悪気はありませんし、無意識の行動なので、周囲に指摘されても、

「覚えていない」「ぼくはそんなことしていない」と主張し、周囲から「うそつきだ」「ごま

かしている」などと、誤解を受けることも多くあります。意識していないことを責められて

も、本人にとっては苦痛でしかありません。 

〔対処法の例〕 

① 状況を絵にして説明する。気付かずにぶつかっていることを理解させる。 

② ぶつかっている姿を見たら、「今、ぶつかったよ」と声をかけ、修正できたら褒める。 

③ コミック会話（漫画と吹き出し）で、周りの友達の気持ちを理解させる。 

※「怒られている」という気持ちにならないような雰囲気で説明していくのがこつです。 
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